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Ⅰ 研究主題設定の理由

本研究では、研究員の地理歴史科教育の実践における課題意識を整理し、文部科学省中央教

育審議会が昨年度まとめた『教育課程企画特別部会における論点整理について（報告）』（中

央教育審議会教育課程企画特別部会 平成 年８月）（以下、『論点整理』と表記。）、今年

度８月にまとめた『次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ』（中央教育審議会

平成 年８月）（以下、『審議のまとめ』と表記。）等を参考にしながら、教育研究員高等学

校地理歴史科部会の先行研究に学び研究主題を設定した。

研究員が日頃の授業実践を通して認識している課題は、思考力・判断力・表現力に関するこ

とと、学習評価に関することに集約された。思考力・判断力・表現力に関する課題とは、習得

した知識や資料から読み解いた情報などを活用して社会的事象を考察する力と、考察したこと

を説明する力とが十分に育成されていないことである。このことは、「資料から読み取った情

報を基に社会的事象の特色や意味などについて比較したり関連付けて考察したり表現したりす

る力の育成が不十分である」とした『審議のまとめ』の指摘とも重なるところである。

評価に関する課題とは、評価対象が、生徒の思考力・判断力・表現力に関する評価よりも知

識・技能の評価に重きが置かれがちであり、単元終了時の知識・技能の評価と共に、思考力・

判断力・表現力の評価も充実させ指導の改善を図る必要がある。学習評価の改善を、学習・指

導方法の改善に発展・展開させることについては『論点整理』でも指摘されている。

思考力・判断力・表現力の育成については、教育研究員高等学校地理歴史科部会の先行研究

でも改善策が模索されてきた。多面的・多角的に考察させ、表現させる学習の場面を授業に設

定すること、授業者が問いを通じて、生徒から既習事項を引き出し、それを新しく学ぶ内容に

つなげ、その関連性を考えさせる授業展開にすることなどの工夫が指摘されている 「平成

年度教育研究員報告書地理歴史」「平成 年度教育研究員報告書地理歴史」 。

しかし、先行研究の場合、グループ学習に入る前に生徒一人一人が考察する時間と、考察し

たことをまとめる時間とを十分設定していないケースが見られることがある。この場合、生徒

一人一人の考えに基づいた意見交換などが十分行われず、生徒の考えが深まらないことが考え

られる。

また、先行研究では生徒一人一人の思考力・判断力・表現力が、グループ学習の前と後でど

のように高まったかについて十分に比較して評価を行うことはなされていないと考えられる。

そこで、本研究は生徒の個人ワーク段階の多面的・多角的考察が、他者との意見交換などをす

るグループによる協働的学習の段階を経ると、多面的・多角的考察が更に深まると考え、その

場面を客観的に見取って評価し、指導の改善につなげる研究をすることにした。

思考力・判断力・表現力を一層育成するために、評価の対象を生徒個人の主体的学習で多面

的・多角的考察しまとめたことと、この個人の考察を基にグループによる協働学習で意見交換

しまとめたものを表現したことに分けて設定し、それらを比較検討することで考察の深まりを

研究主題

社会的事象について、多面的・多角的に考察し、
その内容を表現する力を育むための指導と評価の一体化

～主体的・協働的な学習を用いて～
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確認する。その評価の見取りの場面は個人ワークの場面と協働学習の場面に分けて設定するこ

とにした。

以上の考察から、多面的・多角的に社会的事象を読み解く力や根拠に基づいて社会的事象を

説明する力の育成、主体的・協働的学習の前後で生徒の思考力・判断力・表現力の高まりに対

する評価と、その評価を活用した授業改善のポイントについて研究する。このため本年度の研

究の研究主題を「社会的事象について、多面的・多角的に考察し、その内容を表現する力を育

むための指導と評価の一体化～主体的・協働的な学習を用いて～」とした。

なお、本研究における主体的学習とは、主体的に学習する個人ワークのことを表現している。

また、協働的学習とは、ペアワークやグループワークなどにより個人で考察したことが生徒同

士の意見交換などで思考が広がり深められていく学習のことを示している。『審議のまとめ』

のアクティブ・ラーニングの視点では主体的学びを「学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキ

ャリア形成の方向性と関連づけながら、見通しを持って取り組み、自己の学習活動を振り返っ

て次につなげる」としているが、同じものではないことに留意していただきたい。

Ⅱ 研究の視点

次期学習指導要領等では、学習の内容と方法の両方を重視し、子供たちの学びの過程を質的

に高めていくことを目指している。つまり、単元や題材のまとまりの中で、「何ができるよう

になるか。」を明確にしながら、学習内容と、「どのように学ぶか。」という学びの過程を組

み立てていくことを重要視している（『審議のまとめ』。また、質の高い学びの過程にするは、

「何を学ぶか。」という学習内容の検討に加えて「何が身についたか。」という学習評価を工夫

し、学習評価から把握した授業の改善点を、学習方法の改善に生かして学びの過程を組み立て

ることが必要だと考えた。そこで、本研究では、主に「何ができるようになるか。」「どのよう

に学ぶか。」「何が身に付いたか。」の視点から研究を進めた。

１ 何ができるようになるか…地理歴史科で育成を目指す資質・能力

「新しい時代に求められる資質・能力」とは、『審議のまとめ』によると、複雑で予測困

難な時代の中で、生徒一人一人が未来の創り手となるための資質・能力のことであり、「知

識や技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性など」の三つの柱で整

理される。地理歴史科において育成を目指す資質・能力は以下のように整理されている。『審

議のまとめ』（別添３－２）

○地理歴史科における「新しい時代に求められる資質・能力」
【知識・技能】
・日本及び世界の歴史の展開と生活・文化の地域的特色に関する理解

・社会的事象について調べまとめる技能

【思考力・判断力・表現力等】

・地理や歴史に関わる諸事象の意味や意義。特色や相互の関連について、概念等を活用して多面的・多角的に考察し

たり、課題を把握し、その解決に向けて構想したりする力

・考察・構想したことを適切な資料・内容や表現方法を選び効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力

【学びに向かう力・人間性等】

・地理や歴史に関わる諸事象について主体的に調べ分かろうとして課題を意欲的に追究する態度

・よりよい社会の実現を視野に社会に見られる諸課題の解決に関わろうとする態度

・多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、

他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚等
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確認する。その評価の見取りの場面は個人ワークの場面と協働学習の場面に分けて設定するこ

とにした。

以上の考察から、多面的・多角的に社会的事象を読み解く力や根拠に基づいて社会的事象を

説明する力の育成、主体的・協働的学習の前後で生徒の思考力・判断力・表現力の高まりに対

する評価と、その評価を活用した授業改善のポイントについて研究する。このため本年度の研

究の研究主題を「社会的事象について、多面的・多角的に考察し、その内容を表現する力を育

むための指導と評価の一体化～主体的・協働的な学習を用いて～」とした。

なお、本研究における主体的学習とは、主体的に学習する個人ワークのことを表現している。

また、協働的学習とは、ペアワークやグループワークなどにより個人で考察したことが生徒同

士の意見交換などで思考が広がり深められていく学習のことを示している。『審議のまとめ』

のアクティブ・ラーニングの視点では主体的学びを「学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキ

ャリア形成の方向性と関連づけながら、見通しを持って取り組み、自己の学習活動を振り返っ

て次につなげる」としているが、同じものではないことに留意していただきたい。

Ⅱ 研究の視点

次期学習指導要領等では、学習の内容と方法の両方を重視し、子供たちの学びの過程を質的

に高めていくことを目指している。つまり、単元や題材のまとまりの中で、「何ができるよう

になるか。」を明確にしながら、学習内容と、「どのように学ぶか。」という学びの過程を組

み立てていくことを重要視している（『審議のまとめ』。また、質の高い学びの過程にするは、

「何を学ぶか。」という学習内容の検討に加えて「何が身についたか。」という学習評価を工夫

し、学習評価から把握した授業の改善点を、学習方法の改善に生かして学びの過程を組み立て

ることが必要だと考えた。そこで、本研究では、主に「何ができるようになるか。」「どのよう

に学ぶか。」「何が身に付いたか。」の視点から研究を進めた。

１ 何ができるようになるか…地理歴史科で育成を目指す資質・能力

「新しい時代に求められる資質・能力」とは、『審議のまとめ』によると、複雑で予測困

難な時代の中で、生徒一人一人が未来の創り手となるための資質・能力のことであり、「知

識や技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性など」の三つの柱で整

理される。地理歴史科において育成を目指す資質・能力は以下のように整理されている。『審

議のまとめ』（別添３－２）

○地理歴史科における「新しい時代に求められる資質・能力」
【知識・技能】
・日本及び世界の歴史の展開と生活・文化の地域的特色に関する理解

・社会的事象について調べまとめる技能

【思考力・判断力・表現力等】

・地理や歴史に関わる諸事象の意味や意義。特色や相互の関連について、概念等を活用して多面的・多角的に考察し

たり、課題を把握し、その解決に向けて構想したりする力

・考察・構想したことを適切な資料・内容や表現方法を選び効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力

【学びに向かう力・人間性等】

・地理や歴史に関わる諸事象について主体的に調べ分かろうとして課題を意欲的に追究する態度

・よりよい社会の実現を視野に社会に見られる諸課題の解決に関わろうとする態度

・多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、

他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚等

 

本研究では、これら地理歴史科における育成を目指す資質・能力に対して、生徒の現状を

知る必要があると考え、「平成 年度都立高等学校入学者選抜学力検査結果」の分析を基に、

生徒の現状を把握することにした。

中学校社会科地理的分野については「複数の地理情報を関連付けて考察し、地域的特色を

理解させる学習の一層の充実が求められる。」と分析されている。中学校社会科歴史的分野に

ついては「様々な資料を活用し、歴史的事象を多面的・多角的に考察させる学習の一層の充

実が求められる。」と分析されている。論述問題については「社会的事象から課題を見いだし、

多面的・多角的に考察したことについて適切に表現する力を身に付けさせる学習の一層の充

実が求められる。」とされている。「平成 年度都立高等学校入学者選抜学力検査結果」の分

析からは、様々な資料を活用し、情報を関連付けて、多面的・多角的に考察したことについ

て適切に表現することが課題であると認識できる。

一方、『審議のまとめ』によると、地理歴史科において育成を目指す資質・能力の内、思

考力・判断力・表現力については、「地理や歴史に関わる諸事象の意味や意義、特色や相互の

関連について、概念等を活用して多面的・多角的に考察したり」「考察・構想したことを適切

な資料・内容や表現方法を選び効果的に説明」する力が求められている。

そこで、地理歴史科において『審議のまとめ』で指摘された「新しい時代に求められる資

質・能力」の思考力・判断力・表現力を身に付けさせるために、「どのように学ぶか」とい

う学習過程の検討を進めた。

２ どのように学ぶか…学びの過程

『審議のまとめ』では、「これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、能動的に

学び続けるためには、学びの過程において多様な人との対話で考えを広げたり、教科で身に

付けた資質・能力を様々な課題の解決に生かすように学びを深めることが肝要となる。」と

指摘している。この指摘を受けて、生徒同士が対話して多面的・多角的な考察を通じて思考

を広げ深めていくために、生徒が個人として主体的に考察をする場面と、生徒が個人で考察

したことを基にグループ内で生徒同士が意見交換して協働して考察を深めていく場面を、学

習過程に設定することにした。この学習の過程を通して、既存の知識に加え、新たな知識・

技能を獲得し、その知識・技能を活用しながら与えられた問いを解決するための思考を行い、

結論を決定していくために必要な判断を行い、伝える相手や状況に応じた表現ができると考

えた。

３ 何が身に付いたか…学習評価の充実

２において主体的・協働的な学びの過程を経験することで思考力・判断力・表現力が深め

られると考えたが、このことについて確認するために、社会的事象について多面的・多角的

に考察する力と、考察したことを表現する力を評価する基準として、それぞれルーブリック

を設定することにした。前者は生徒個人の考察に対して実施し、後者は生徒同士の協働学習

の結果として表現されたものに対して実施する。両者を比較検討することで、生徒の深い学

びにつながったかどうかについて、その効果と課題を検証することにした。また、授業の振

り返りをするワークシートに自己評価欄・生徒のコメント記入欄を設けて、授業の改善点を

把握して、次回の授業実践に生かすことができると考えた。

以上から、本研究では、「何ができるようになるか。」と「どのように学ぶか。」に関する
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考察を踏まえ、主体的・協働的学習を通して、『審議のまとめ』に示された「新しい時代に求

められる資質・能力」の思考力・判断力・表現力等の育成を目指すことにした。また、「何

が身に付いたか。」に関する考察から、主体的・協働的な学習を取り入れた学習過程を適切

に評価し、生徒の授業の振り返りを教員が分析することで、授業の改善点を把握することに

した。

４ 検証授業について

「何を学ぶのか。」について、日本史と世界史及び『江戸から東京へ』の検証授業では、

『審議のまとめ』の中で、現行の学習指導要領の課題として「近現代に関する学習の定着状

況が低い傾向にあること」、「課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十

分に行われていないこと」等も指摘があることから、近現代に関する内容について課題を設

定して追究していく学習にした。また、地理については『論点整理』の「グローバルな視点

からの地域理解と課題解決的な学習の展開」の指摘を意識した内容で授業をすることにした。

Ⅲ 研究の仮説

本研究では、次の二つの仮説を立てて検証授業を実施し、その結果について分析する。

１ 社会的事象について、複数の資料を活用して、主体的・協働的学習を通して多面的・多角的に考察す

れば、既習事項と新しい情報が結び付き、論点も整理されるので、根拠に基づいて説明することができる。

教育研究員の課題認識やⅡの１の「平成 年度都立高等学校入学者選抜学力検査結果」の分

析に示された課題を解消し、Ⅱの１で提示した地理歴史科に求められる資質・能力を身に付け

させていくために、教員が単元の基軸となる問いと関連させて問いを設定し、その問いに対し

て生徒が考察を深める学習の過程として主体的・協働的学習を設定することにした。

この学習活動の中で、複数の資料を活用することで、既存の知識と新たな知識が結び付き、

主体的・協働的学習で他者との意見交換が行われ、生徒一人一人の考えが深まり、多面的・多

角的考察がなされるので、論点も整理され、根拠に基づいて説明することができると考えた。

また、生徒の主体的・協働的学習を促進するように、生徒の思考の道筋に合わせてワークシー

トを作成し、段階的に思考が深まるように発問や助言をすることにした。

２ 思考力・判断力・表現力等の評価について、個人ワークに対して実施する思考力・判断力の評価と協

働的学習後に実施する思考したことを表現する力の評価に分けてそれぞれ評価基準を設定し、思考力・判

断力と表現力の評価をそれぞれ比較検討したり、授業の振り返りをするワークシートを見取ったりするこ

となどから授業の改善点を把握することができる。

仮説１で示した学びの深まりにつながる主体的・協働的学習による授業を組み立てて行くに

は、主体的・協働的学習による生徒の変化を適切に評価するとともに、生徒の授業の振り返り

を基にした分析から把握された改善点を、次回の授業に生かすことが重要であると考えた。

主体的・協働的な学習を通して、社会的事象について多面的・多角的な考察ができたか、学

習内容を適切に表現することができたか等を評価するために、思考力判断力と表現力等に関す

る評価規準に基づきルーブリックを作成して適切に評価基準を設定した。

生徒の学習状況を評価する場面として、主体的・協働的学習の前後にそれぞれ見取りの場を

設けた。また、方法として、既習事項に加えて新たな視点や考えをもつことができたかについ

ては、協働的学習の前後のルーブリックの比較等から評価し、多面的・多角的に捉えられた社
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働的学習後に実施する思考したことを表現する力の評価に分けてそれぞれ評価基準を設定し、思考力・判

断力と表現力の評価をそれぞれ比較検討したり、授業の振り返りをするワークシートを見取ったりするこ
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を基にした分析から把握された改善点を、次回の授業に生かすことが重要であると考えた。
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習内容を適切に表現することができたか等を評価するために、思考力判断力と表現力等に関す

る評価規準に基づきルーブリックを作成して適切に評価基準を設定した。

生徒の学習状況を評価する場面として、主体的・協働的学習の前後にそれぞれ見取りの場を

設けた。また、方法として、既習事項に加えて新たな視点や考えをもつことができたかについ

ては、協働的学習の前後のルーブリックの比較等から評価し、多面的・多角的に捉えられた社

 

会的事象について論理的根拠を踏まえて表現できたかについては、ルーブリックの他にワーク

シート等の記述からも評価することにした。また、教員が自らの授業を評価するために、ワー

クシートの中に生徒自らが授業への取組を自己評価する項目を設けるか、又は、振り返りシー

トを配布して生徒に自己評価をさせることとした。

Ⅳ 研究の方法

１ 具体的方策

以下の二点を授業で実践し、仮説を検証することとした。

（ ） 社会的事象に関して設定した問いに対して、複数の異なる資料を活用しワークシートで

思考の道筋をまとめながら、主体的・協働的学習で多面的・多角的に思考したことを根拠

に基づいて表現する学習活動を展開する。

（ ） 社会的事象について多面的・多角的に考察する力と考察したことを表現する力を評価す

る基準としてルーブリックをそれぞれ設定し、授業の振り返りをするワークシートに自己

評価欄・生徒のコメント記入欄を設けて、授業の改善点の把握を行う。

２ 検証方法

社会的事象について多面的・多角的に考察できるようになったか、その意味や意義を表現

できたかについて、ルーブリックを活用した評価で検証する。

社会的事象について多面的・多角的に考察する力と考察したことを表現する力を評価する

基準としてルーブリックをそれぞれ設定し、前者は個人ワークに対して実施し、後者は個人

ワークを基にした協働的学習後に実施して両者を比較検討することで、生徒の思考力・判断

力・表現力が高まったかどうかについて検討する。

また、生徒が授業中に記入したワークシートの記述内容からも評価を行うとともに、授業

の改善点を見いだすことにした。
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Ⅴ 研究の内容

１ 研究構想

２ 実践事例Ⅰ 世界史

全体テーマ 思考力・判断力・表現力等を高めるための授業改善 

高校部会テーマ 新しい時代に求められる資質・能力を育むための、主体的・協働的な

学習の指導と評価について 

各教科等における「新しい時代に求められる資質・能力」の定義

知識・技能： 日本及び世界の歴史の展開と生活文化の地域的特色に関する理解

社会的事象等について調べまとめる技能 

思考力・判断力・表現力等：  地理や歴史に関わる諸事象の意味や意義、特色や相互関連について、概念等を活用して多

面的・多角的に考察したり、課題を把握し、その解決に向けて構想したりする力

考察・構想したことを適切な資料・内容や表現方法を選び効果的に説明したり、それらを

基に議論したりする力

学びに向かう力、人間性等：  地理や歴史に関わる諸事象について主体的に調べ分かろうとして課題を意欲的に追究す

る態度

よりよい社会の実現を視野に社会に見られる諸課題の解決に関わろうとする態度

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民しはいの自覚、我が国の

国土歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚等

高校部会テーマにおける現状と課題
現状：１新たな情報を既習事項と結びけることができないので、学習内容を深く理解することができない。

２複数の資料を活用して社会的事象を考察することが十分でない。

３思考力・判断力・表現力等を育むための評価が十分でない。

課題：１既習事項と新たな知識同士を関連付ける学習活動を充実させる必要がある。
２様々な資料を提供したり、読み取る機会や生徒同士が意見交換の場を設けて考察する必要がある。

３思考力・判断力・表現力等の評価規準及び評価基準を適切に作成し授業の工夫改善を図る必要がある。

社会的事象について、多面的・多角的に考察し、その内容を表現する力を育むための指導と評価の一体化
～主体的・協働的な学習を用いて～

高等学校地理歴史・公民部会（地理歴史）主題

仮 説

社会的事象について、複数の資料を活用して、主体的・協働的学習を通して多面的・多角的に考察すれば、

既習事項と新しい情報が結び付き、論点も整理されるので、根拠に基づいて説明することができる。

２ 思考力・判断力・表現力等の評価について、個人ワークに対して実施する思考力・判断力の評価と協働的

学習後に実施する思考したことを表現する力の評価に分けてそれぞれ評価基準を設定し、思考力・判断力と

表現力の評価をそれぞれ比較検討したり、授業の振り返りをするワークシートを見取ったりすることなどか

ら授業の改善点を把握することができる。

具体的方策
１ 社会的事象に関して設定した問いに対して、表現の異なる資料を活用しワークシートで思考の道筋をまと

めながら、主体的・協働的学習で多面的・多角的に思考したことを根拠に基づいて表現する学習活動を展開

する。

２ 社会的事象について多面的・多角的に考察する力と考察したことを表現する力を評価する基準としてルー

ブリックをそれぞれ設定し、授業の振り返りをするワークシートに自己評価欄・生徒のコメント記入欄を設

けて、授業の改善点を把握する。

検証方法

社会的事象について多面的・多角的に考察できるようになったか、その意味や意義を表現できたかについて、

協働的学習の前後のルーブリックによる評価の比較や、ワークシートや振り返りシートの記述内容を活用して

検証する。
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２ 実践事例Ⅰ 世界史

教科名 地理歴史 科目名 世界史Ａ 学年 第１学年

単元（題材）名、使用教材（教科書、副教材）

ア 単元名 南北戦争と戦後の発展

イ 使用教材『明解 世界史Ａ』 帝国書院 『最新世界史図説タペストリー』 帝国書院

単元（題材）の目標

西ヨーロッパとアメリカ合衆国では、市民の政治的発言権の拡大が進み、国民国家形成の

動きが生まれたことや、ナポレオン戦争を通じて広まった国民主義がウィーン体制下で自由

主義とともに高まりを見せ、 世紀後半にはドイツ、イタリアなどで国民国家が形成された

ことを理解させる。

単元の評価規準 
ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度

ヨーロッパ・アメリカにおける資本主

義の確立と国民形成について理解し、

その知識を身に付けている。

ヨーロッパ・アメリカにおける資本主

義の確立と国民形成について考察し、

その歴史的意義を認識している。

ヨーロッパ・アメリカにおける資本主

義の確立と国民国家形成に関する資料

を活用するとともに、追究し考察した

過程や結果を適切に表現している。

ヨーロッパ・アメリカにおける資本主

義の確立と国民形成に対する関心を

高め、意欲的に追究しようとしてい

る。

単元（題材）の指導と評価の計画（６時間扱い）

時
間

学習活動
評価の観点

評価規準

（評価方法等）
知 思 主

第
１
時

＜ 年～ 世紀の転換点＞

・市民革命で高揚してきた自由主義の思想が、

二月革命・三月革命で結実し、ウィーン体

制を崩壊させた流れを、表にまとめる。

・ 年の革命を節目とした、ヨーロッパの

政治・経済・社会の変化を理解する。 

●

・ウィーン体制下での自由主義・国民主

義の高揚と影響について理解し、その

知識を身に付けている。

（ワークシートの記述）

第
２
時 ＜“世界の工場”イギリス＞

・産業革命の進展により、世界市場が成立し

たことを表にまとめる。

・ヴィクとおりア女王の時代に最盛期を迎え

たイギリス政治の先進性を理解する。

●

・貿易活動を通したイギリスの覇権の確

立、世界の構造的な一体化の進展につ

いて理解し、その知識を身に付けてい

る。

（ワークシートの記述）

【基軸となる問い】ヨーロッパ・アメリカにおいてどのように国民国家の形成がなされたのだろうか。 

【ねらい】産業革命の進展により、世界市場が成立したことを、イギリスを例に理解させる。 

【小さな問い】産業革命の進展が、世界に与えた影響はどのようなものだろうか。 

【ねらい】ウィーン体制崩壊の流れと、ナショナリズムについて理解させる。 

【小さな問い】ウィーン体制はなぜ崩壊し、その結果、何が生まれたのだろうか。 
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第
３
時

＜国民国家の発展と列強の成立＞

・二月革命後のフランスの政治形態の変遷を

年表にまとめる。

・イタリアとドイツの国家統一の過程を、両

国の内政及び国際関係から理解する。

●

・西ヨーロッパでの市民社会の誕生、フ

ランス・イタリア・ドイツでの国民国

家の形成について理解し、その知識を

身に付けている。

（ワークシートの記述）

第
４
時 ＜ロシアの拡大と改革＞

・ロシア外交政策の柱である南下政策につい

て地図にまとめながら、ロシアの後進性と、

国内・対外政策の関連を理解させる。

●

・ロシアの南下政策や、国民国家の形成

について理解し、その知識を身に付け

ている。

（ワークシートの記述）

第
５
時
（
本
時
）

＜南北戦争と戦後の発展＞

・ 世紀アメリカ合衆国の西部の発展と、そ

れに寄与した移民の役割を理解する。

・南北戦争の原因と北部の勝利の意義を理解

し、戦後のアメリカ合衆国のめざましい発

展と後世に残された諸問題を理解する。

●

・ 世紀の後期以降、産業社会が成立

し、国民国家の形成が進行したことに

ついて考察し、アメリカ合衆国の国民

形成の独自性、南北戦争による国民経

済の確立の歴史的意義を考察してい

る。

・クラスメイトと意見を交換し、更に考

察を深めた上で、説明できている。

（発表の内容、ワークシートの記述）

本時（全５時間中の５時間目）

ア 本時の目標

アメリカ合衆国について、西部への領土拡張と移民の流入、先住民やアフリカ系の人々

に対する抑圧が、この国の国民形成に独自の性格を与えるとともに、南北戦争の結果、産

業資本家が主導する工業化が急速に進んだことを理解させる。 
イ 仮説に基づく本時のねらい 
ｱ 南北戦争の原因・結果について、複数の資料を活用しながら主体的・協働的な学習を

取り入れることによって、多面的・多角的に考察でき、論点も整理されるので、根拠に

基づいて説明することができる。

ｲ 思考力・判断力・表現力等に関する評価規準に基づき設定した評価基準として「多面

的・多角的に考察できたかを評価する。」ルーブリックＡと「根拠をもって説明できた

かを評価する。」ルーブリックＢを比較検討したり学習の振り返りやアンケートを実施

したりすれば、授業の改善点を明らかにすることができる。

ウ 本時の展開

間時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法

導入

分

・「本時の授業」のねらいを聞く。

・「合衆国の独立」 既習 から、「西部の発展」

についての説明を聞き、地図を完成する。

・本時の｢ねらい｣｢評価規準｣について周知

する。

・アメリカ合衆国の西部への拡大について、

地図をスクリーンに映し出しながら説明

し、その過程で南北の差異が発生してい

くことに注目させる。

・ワークシートに真剣に

取り組んでいるか。

（ワークシートの記述、観

察）

【ねらい】二月革命後のフランスの政体の変遷と、イタリアとドイツの国家統一の過程を理解させる。 

【小さな問い】二月革命後、フランスとドイツ、イタリアはどのような変遷をたどったのだろうか。 

【ねらい】ロシアの外交政策の柱である南下政策と、国内の後進性について理解させる。 

【小さな問い】ロシアの外交政策と国内政策はどのようなものだっただろうか。 

【ねらい】アメリカ西部の発展及び、南北戦争の原因及び意義について理解させる。 

【小さな問い】南北戦争はなぜ起こり、その結果、アメリカ社会はどのように変化したのだろうか。 

 

展開

分

・「リンカンと南北戦争」について、南北戦争を

題材として扱った映画の予告編を視聴する。

・南北戦争に関する複数の資料を見て、南北戦争

の原因と意義について複数のポイントにまと

める。

＜自己ワーク＞

・座席の並びで設定したグループごとに意見交換

し、複数のポイントにまとめ、発表する。

＜グループワーク→発表＞

・導き出された答えから、南北戦争の原因と意義

を再び考察する。

＜自己ワーク＞

・南北戦争から、リンカン大統領と奴隷解

放を想起させる。

・使用する資料

「自由州と奴隷州」の地図

「南部と北部」の関係性を表したグラフ

「外国との関係」の図

ポスターや写真

・南北戦争が、奴隷解放のための戦争であ

っただけでなく、貿易政策の違いや政党

の対立が戦争を引き起こしたことについ

て多面的・多角的に考察させる。

・自己ワークに関しては机

間指導をしながら、「ル

ーブリックＡ」を活用す

る。（スクリーンに提示）

・発表に関しては、「ルー

ブリックＢ」を活用する。

（スクリーンに提示）

・グループワークに積極的

に参加し、ワークシート

に真剣に取り組んでいる

か。（観察、ワークシー

トの記述）

まとめ

分

・戦後の発展と残された課題について、

南北戦争の結果、合衆国発展の礎が築かれたこ

と同時に、課題も残されたことを理解する。

・アメリカは、孤立主義から帝国主義へ外交姿勢

が変化したことについて説明する。

・「本時の振り返り」を行う。

・黒人の解放が不十分であったために、世

界一の工業国へと発展していった一方

で、黒人差別が残存した｢金ぴか時代｣に

ついて理解させる。

・アメリカ合衆国の現在の状況につながっ

ていることを理解させる。

・ワークシートに真剣に

取り組んでいるか。

（ワークシートの記述）

問いの設定理由

本単元は、 世紀のヨーロッパにおいて国民国家形成がなされていく過程を理解させる

ものである。したがって、アメリカ合衆国において西部への発展と、その過程で生まれる産

業構造の対立に起因する南北戦争の原因、そして、その結果が合衆国にどのような影響を与

えたかに注目して問いを設定した。

本時の振返り

ア ルーブリックによる評価結果

表１ ルーブリックＡ「多面的・多角的に考察できたかを評価する。」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

複数の資料を関連させて、南

北戦争の原因と意義を読み取

り考察することができる。

複数の資料を関連させて、

南北戦争の原因と意義を極

めて適切に読み取り考察す

ることができる。

【例】北部を中心に主に中

南米向けに工業生産

が行われ、一方、南

部を中心に英向けに

綿花栽培が行われ、

これが貿易政策の対

立につながった。

複数の資料を関連させて、

南北戦争の原因と意義を適

切に読み取り考察すること

ができる。

【例】北部を中心に工業生

産が行われ、主に中

南米に輸出された。

一つの資料からのみ、南北

戦争の原因と結果を読み

取り考察することができ

る。

【例】北部は工業生産力が

高い。

表２ ル－ブリックＢ「根拠をもって説明できたかを評価する」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

南北戦争の原因と意義につい

て多面的・多角的な考察に基

づいて説明できる。

南北戦争勃発の原因・意義

ついて、極めて多面的・多

角的な考察に基づいて説明

できている。

【例】南北戦争は、産業革

命の結果、発生した

南部と北部の産業構

造の対立に起因する

戦争であり、さらに

奴隷制の賛否や政党

対立が加わった。

南北戦争勃発の原因・意義

について、多面的・多角的

な考察に基づいて説明でき

ている。

【例】南北戦争は、南部と

北部の産業構造の対

立に起因する戦争で

あり、さらに奴隷制

の賛否が加わった。

南北戦争勃発の原因・意義

について、一面的な考察に

基づいてしか説明できて

いない。

【例】南北戦争は、奴隷解

放のための戦争で

ある。

個人ワークとして複数の資料を活用して「多面的・多角的に考察できたかを評価する。」
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第
３
時

＜国民国家の発展と列強の成立＞

・二月革命後のフランスの政治形態の変遷を

年表にまとめる。

・イタリアとドイツの国家統一の過程を、両

国の内政及び国際関係から理解する。

●

・西ヨーロッパでの市民社会の誕生、フ

ランス・イタリア・ドイツでの国民国

家の形成について理解し、その知識を

身に付けている。

（ワークシートの記述）

第
４
時 ＜ロシアの拡大と改革＞

・ロシア外交政策の柱である南下政策につい

て地図にまとめながら、ロシアの後進性と、

国内・対外政策の関連を理解させる。

●

・ロシアの南下政策や、国民国家の形成

について理解し、その知識を身に付け

ている。

（ワークシートの記述）

第
５
時
（
本
時
）

＜南北戦争と戦後の発展＞

・ 世紀アメリカ合衆国の西部の発展と、そ

れに寄与した移民の役割を理解する。

・南北戦争の原因と北部の勝利の意義を理解

し、戦後のアメリカ合衆国のめざましい発

展と後世に残された諸問題を理解する。

●

・ 世紀の後期以降、産業社会が成立

し、国民国家の形成が進行したことに

ついて考察し、アメリカ合衆国の国民

形成の独自性、南北戦争による国民経

済の確立の歴史的意義を考察してい

る。

・クラスメイトと意見を交換し、更に考

察を深めた上で、説明できている。

（発表の内容、ワークシートの記述）

本時（全５時間中の５時間目）

ア 本時の目標

アメリカ合衆国について、西部への領土拡張と移民の流入、先住民やアフリカ系の人々

に対する抑圧が、この国の国民形成に独自の性格を与えるとともに、南北戦争の結果、産

業資本家が主導する工業化が急速に進んだことを理解させる。 
イ 仮説に基づく本時のねらい 
ｱ 南北戦争の原因・結果について、複数の資料を活用しながら主体的・協働的な学習を

取り入れることによって、多面的・多角的に考察でき、論点も整理されるので、根拠に

基づいて説明することができる。

ｲ 思考力・判断力・表現力等に関する評価規準に基づき設定した評価基準として「多面

的・多角的に考察できたかを評価する。」ルーブリックＡと「根拠をもって説明できた

かを評価する。」ルーブリックＢを比較検討したり学習の振り返りやアンケートを実施

したりすれば、授業の改善点を明らかにすることができる。

ウ 本時の展開

間時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法

導入

分

・「本時の授業」のねらいを聞く。

・「合衆国の独立」 既習 から、「西部の発展」

についての説明を聞き、地図を完成する。

・本時の｢ねらい｣｢評価規準｣について周知

する。

・アメリカ合衆国の西部への拡大について、

地図をスクリーンに映し出しながら説明

し、その過程で南北の差異が発生してい

くことに注目させる。

・ワークシートに真剣に

取り組んでいるか。

（ワークシートの記述、観

察）

【ねらい】二月革命後のフランスの政体の変遷と、イタリアとドイツの国家統一の過程を理解させる。 

【小さな問い】二月革命後、フランスとドイツ、イタリアはどのような変遷をたどったのだろうか。 

【ねらい】ロシアの外交政策の柱である南下政策と、国内の後進性について理解させる。 

【小さな問い】ロシアの外交政策と国内政策はどのようなものだっただろうか。 

【ねらい】アメリカ西部の発展及び、南北戦争の原因及び意義について理解させる。 

【小さな問い】南北戦争はなぜ起こり、その結果、アメリカ社会はどのように変化したのだろうか。 

 

展開

分

・「リンカンと南北戦争」について、南北戦争を

題材として扱った映画の予告編を視聴する。

・南北戦争に関する複数の資料を見て、南北戦争

の原因と意義について複数のポイントにまと

める。

＜自己ワーク＞

・座席の並びで設定したグループごとに意見交換

し、複数のポイントにまとめ、発表する。

＜グループワーク→発表＞

・導き出された答えから、南北戦争の原因と意義

を再び考察する。

＜自己ワーク＞

・南北戦争から、リンカン大統領と奴隷解

放を想起させる。

・使用する資料

「自由州と奴隷州」の地図

「南部と北部」の関係性を表したグラフ

「外国との関係」の図

ポスターや写真

・南北戦争が、奴隷解放のための戦争であ

っただけでなく、貿易政策の違いや政党

の対立が戦争を引き起こしたことについ

て多面的・多角的に考察させる。

・自己ワークに関しては机

間指導をしながら、「ル

ーブリックＡ」を活用す

る。（スクリーンに提示）

・発表に関しては、「ルー

ブリックＢ」を活用する。

（スクリーンに提示）

・グループワークに積極的

に参加し、ワークシート

に真剣に取り組んでいる

か。（観察、ワークシー

トの記述）

まとめ

分

・戦後の発展と残された課題について、

南北戦争の結果、合衆国発展の礎が築かれたこ

と同時に、課題も残されたことを理解する。

・アメリカは、孤立主義から帝国主義へ外交姿勢

が変化したことについて説明する。

・「本時の振り返り」を行う。

・黒人の解放が不十分であったために、世

界一の工業国へと発展していった一方

で、黒人差別が残存した｢金ぴか時代｣に

ついて理解させる。

・アメリカ合衆国の現在の状況につながっ

ていることを理解させる。

・ワークシートに真剣に

取り組んでいるか。

（ワークシートの記述）

問いの設定理由

本単元は、 世紀のヨーロッパにおいて国民国家形成がなされていく過程を理解させる

ものである。したがって、アメリカ合衆国において西部への発展と、その過程で生まれる産

業構造の対立に起因する南北戦争の原因、そして、その結果が合衆国にどのような影響を与

えたかに注目して問いを設定した。

本時の振返り

ア ルーブリックによる評価結果

表１ ルーブリックＡ「多面的・多角的に考察できたかを評価する。」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

複数の資料を関連させて、南

北戦争の原因と意義を読み取

り考察することができる。

複数の資料を関連させて、

南北戦争の原因と意義を極

めて適切に読み取り考察す

ることができる。

【例】北部を中心に主に中

南米向けに工業生産

が行われ、一方、南

部を中心に英向けに

綿花栽培が行われ、

これが貿易政策の対

立につながった。

複数の資料を関連させて、

南北戦争の原因と意義を適

切に読み取り考察すること

ができる。

【例】北部を中心に工業生

産が行われ、主に中

南米に輸出された。

一つの資料からのみ、南北

戦争の原因と結果を読み

取り考察することができ

る。

【例】北部は工業生産力が

高い。

表２ ル－ブリックＢ「根拠をもって説明できたかを評価する」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

南北戦争の原因と意義につい

て多面的・多角的な考察に基

づいて説明できる。

南北戦争勃発の原因・意義

ついて、極めて多面的・多

角的な考察に基づいて説明

できている。

【例】南北戦争は、産業革

命の結果、発生した

南部と北部の産業構

造の対立に起因する

戦争であり、さらに

奴隷制の賛否や政党

対立が加わった。

南北戦争勃発の原因・意義

について、多面的・多角的

な考察に基づいて説明でき

ている。

【例】南北戦争は、南部と

北部の産業構造の対

立に起因する戦争で

あり、さらに奴隷制

の賛否が加わった。

南北戦争勃発の原因・意義

について、一面的な考察に

基づいてしか説明できて

いない。

【例】南北戦争は、奴隷解

放のための戦争で

ある。

個人ワークとして複数の資料を活用して「多面的・多角的に考察できたかを評価する。」
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ルーブリックＡと、グループワークとして意見交換後に「根拠をもって説明できたかを評価

する」ルーブリックＢを比較検討した結果は次のとおりである。

表３ ルーブリックＡとルーブリックＢの比較

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（指導を要する）

Ａ １人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

Ｂ ６人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

多面的・多角的な考察をする個人ワークの段階よりも、根拠をもって説明するグループワ

ーク後の方が「十分満足できる」と「概ね満足できる」を与えることができる生徒の数が増

加していることから、「主体的・協働的学習」を進めた結果、多面的・多角的に考察でき、

論点が整理され、根拠をもって説明できるようになったことが指摘できる。

イ 振り返りのアンケートの結果

「ペアワークだけでなく、４名のグループワークを実施して、いろいろな意見を聞けてよ

かった。」「話合いの時間があったので、南北戦争について深く掘り下げることができた」

など、主体的・協働的学習の結果、他者の意見を聞いて社会的事象について深く掘り下げる

ことができ、多面的・多角的考察が進んだものと推察される。

ウ 仮説の検証

（ｱ） 仮説１の検証

グループワークで生徒の間で個人ワークに関する意見交換がなされる中で、テーマに対

するポイントが整理されて発表していることから、主体的・協働的学習によって、多面的・

多角的考察が進み、論点が整理され、根拠をもって説明できるようになったことが推察で

きた。

（ｲ） 仮説２の検証

評価規準を授業の始めと、主体的・協働的学習時に提示して授業を進めたことで、授業

のねらいを生徒に理解させることができたと考えられる。しかし、生徒の振り返りアンケ

ートと比較するルーブリックの示標を「きわめて」等の程度で設定したので、程度のレベ

ルが曖昧になり評価の妥当性にゆらぎが生じた。

また、授業の改善点として、一面的な考察だけの根拠で説明していた生徒がいることか

ら、複数の資料から読み解いた情報同士を結び付け、社会的事象を説明する力を引き出す

方法を検討していく必要がある。

エ 成果と課題

（ｱ） 成果

主体的・協働的学習の結果、生徒の多面的・多角的考察が進んだことについては、講義

中心の授業を脱却することが必要であることを示唆している。

（ｲ） 課題

一つの歴史事象に関して、複数の資料を関係付けて歴史的意義を読み解いたり、立場を

変えて歴史の流れの中での位置付けを捉え直したりすることなどの「歴史の多面な見方」

で授業を展開する場合、主体的・協働的学習が有効な方法と考えられるので、具体的にど

の場面でこの手法を使用するのか、さらに検討していきたい。
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３ 実践事例Ⅱ 日本史

教科名 地理歴史 科目名 日本史Ａ 学年 ２年次以上

単元 題材 名、使用教材 教科書、副教材

ア 単元名 第２節 明治維新

イ 使用教材 『高等学校日本史Ａ 人・くらし・未来』（第一学習社）

単元 題材 の目標

欧米諸国のアジア進出という国際情勢の中で開国し、国際社会に組み込まれた我が国で、天

皇を中心とする統一国家構想が生まれ、尊王攘夷運動や討幕運動などの動きを経て、明治維新

に至った過程を考察させる。

単元の評価規準 
ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度

近代国家の形成と社会や文化の特色

についての基本的な事柄を、国際環

境と関連付けて総合的に理解し、そ

の知識を身に付けている。 
近代国家の形成と社会や文化の特色

に関する諸資料を収集し、有用な情

報を適切に選択して、読み取ったり

図表などにまとめたりしている。 

近代国家の形成と社会や文化

の特色から課題を見いだし、国

際環境と関連付けて多面的・多

角的に考察するとともに、国際

社会の変化を踏まえ公正に判

断して、その過程や結果を適切

に表現している。 

近代国家の形成と社会や文化の特

色に対する関心と課題意識を高め、

意欲的に追究している。 

単元 題材 の指導と評価の計画 ６時間扱い

時
間

学習活動
評価の観点 評価規準

評価方法など知 思 主

第
１
・
２

次

第
１
・
２
時

・開国と日米の通商交渉の始まりを理解

する。

・登場する幕末の人物に興味・関心をも

つ。

● ・開国と日米の通商交渉の始まりを

理解し、登場人物に興味・関心を

もつ。

〔観察・ワークシートの記述〕

第
３
・
４
時

本
時

・尊王攘夷論から尊王討幕論への転換と

薩長同盟成立に至る過程を考察する。
●

・薩長同盟成立に至る背景と過程を

考察している。

〔ワークシートの記述〕

【小さな問い】なぜ、敵対していた薩摩藩と長州藩が協力して討幕したのか。 

【基軸となる問い】どのように統一国家構想が生まれ、明治維新に至ったのか。 

【ねらい】尊王討幕に転換し、薩長同盟成立に至る背景を考察させる。 

【小さな問い】開国によって、どのような変化が起こったのか。 

【ねらい】開国の影響を経済の状況や社会の動向と関連付けながら考察させる。 
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第
５
・
６
時

・戊辰戦争の経過と明治維新について、

理解する。
●

・戊辰戦争の経過と明治維新につい

て、理解し、その知識を身に付け

ている。

〔ワークシートの記述〕

本時 全６時間中の３・４時間目

ア 本時の目標

 尊王攘夷論から尊王討幕論への転換と薩長同盟成立に至る過程を考察させる。 
 イ 仮説に基づく本時のねらい 

ｱ 薩長同盟の背景について、複数の資料を活用しながら 活用した主体的・協働的な 
学習を取り入れることによって、多面的・多角的に考察でき、論点も整理されるので、

根拠に基づいて説明することができる。 
ｲ 思考力・判断力・表現力等に関する評価規準に基づき設定した評価基準として「多面

的・多角的に考察できたかを評価する」ルーブリックＡと「根拠をもって説明できたか

を評価する」ルーブリックＢを比較検討したり学習の振り返りやアンケートを実施した

りすれば、授業の改善点を明らかにすることができる。 
ウ 本時の展開

時
間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法

導

入

分

・前時の復習

重要語句の漢字や内容を確認する。

前時の学習内容を振り返る。

教科書該当ページを確認する。

ワークシートの使い方の確認する。

スライドの見方の確認する。

・前時のプリントを返却する。

・重要語句を確認しながら、前時の

内容を振返る。

・授業の進め方について確認する。

・前時の学習内容を理解で

きているか。

（ワークシートの記述）

展

開

①

分

・攘夷の挫折について考える。

薩摩藩：生麦事件→薩英戦争

長州藩：長州藩外国船砲撃事件

→四国艦隊下関砲撃事件

・攘夷から討幕への転換について考える。

・討幕のために必要な要素を考える。

（個人ワーク）

・黒板に幕末の薩摩藩・長州藩に関

するスライドを映しながら、説明

する。

・武器や兵だけでなく、兵糧 食料

も必要であることを強調する。

・坂本龍馬の写真を提示する。

坂本龍馬や薩長同盟などについ

て、生徒の既習状況を確認する。

・攘夷から、討幕論への転

換の経緯について考える

ことができたか。

・討幕に必要なものや人物

像について考えることが

できたか。

（観察・ワークシートの記

述）

休

憩

分

・前時欠席者への個別対応

・機器類の点検

・タブレットＰＣ準備

・インターネット環境確認等

展

開

②

分

・当時の薩長両藩の状況を資料から考察する。

教科書やプリントの資料を見て、薩摩・長

州の状況を読み取る。

・読み取った内容を発表するつもりで、各自

タブレットＰＣに入力・送信する。

・他の人の意見から、参考にしたいことをメ

モする。（グループワーク）

・ルーブリックＡを提示する。

・送信された内容を黒板に映し、読

み上げる。

・ルーブリックＡを活用す

る。

・複数の資料から多面的・

多角的に両藩の状況を読

み取ることができたか。

（ワークシートの記述）

【小さな問い】どのようにして明治政府は成立したのか。 

【ねらい】幕府の滅亡と明治維新に至る過程を理解させる。 
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ま

と

め

分

・薩長同盟の背景を考える。

展開②の学習内容を踏まえて、薩長同盟が

成立するように、不仲な薩長両藩に交渉・

説明する。

・本時の振り返りを行う。

・ルーブリックＢを提示する。

・主体的・協働的な学習についての

感想も記入するように促す。

・ルーブリックＢを活用す

る。

・展開②を踏まえて、説明

することができたか。

〔ワークシートの記述〕

問いの設定理由

本単元目標は、「近代の萌芽や欧米諸国のアジア進出、着目して、開国から明治維新を

経て近代国家が形成される過程について考察させる。」ことである。そのため、基軸とな

る問いを、「どのように統一国家構想が生まれ、明治維新に至ったのか。」とした。

本時は、討幕運動のポイントとなる薩長同盟成立の背景を考察するため、小さな問いを

「なぜ、敵対していた薩摩藩と長州藩が協力して討幕するのか。」とした。

本時の振り返り

ア ルーブリックによる評価結果

表４ ルーブリックＡ「多面的・多角的に考察できたかを評価する」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

複数の資料を関連させて薩

長両藩の状況を読み取るこ

とができる。

薩長両藩の状況について、

複数の資料を関連させて、

読み取ることができる。

【例】薩摩は、武器はある

が、米がない。長州

は米があるが、武器

はない

薩摩藩もしくは長州藩の

状況について、資料から読

み取ることができる。

【例】薩摩は武器がある。

長州は武器がない

薩摩藩もしくは長州藩の

状況について資料から読

み取ることができない。

【例】討幕を考えている。

表５ ル－ブリックＢ「根拠をもって説明できたかを評価する」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

考察したことに基づいて、

薩長同盟の成立について、

説明できる。

複数の視点から、薩長同盟

の背景を説明することが

できる。

【例】薩摩の武器と長州の

米を交換することで

手を組もう。

一つの視点から、薩長同盟

の背景を説明することが

できる。

【例】薩摩は武器があるが

長州は武器がないの

で、手を組もう。

薩長同盟の背景を説明す

ることができない。

【例】討幕のために手を

組もう

表６ ルーブリックＡとＢの評価の比較

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（指導を要する）

Ａ 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

Ｂ 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

ルーブリックＡ・Ｂ（表４・５）ともに、【例】で示したように社会的事象を説明するの

に必要とされる要素で段階を設定したことから、生徒にとって分かりやすく、明確な基準で

あった。表６を見ると個人ワークを評価したルーブリックＡの段階で「概ね満足できる。」

もしくは「指導を要する。」の生徒のパーセンテージが、主体的・協働的な学習後のルーブ

リックＢの段階になると減少し、「十分満足できる。」となった生徒が９％から ％に向上

した。評価１の生徒がルーブリックＡ時点で から に減少している。

しかし、ルーブリックＢ「十分満足できる。」の生徒も、複数の資料から読み解いた「薩

摩藩の武器」「長州藩の米」という情報に触れながらも、それらの情報を結び付けて「両者
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を交換 融通 する。」という新たな視点を導き出すことができた生徒は ％以下と少なかっ

た。複数の資料を読み取り、複数の視点から社会的事象を考察することはできているものの、

それらを適切に結び付け新たな発見や新しい視点を導き出すことはあまりできていなかった。

イ 振り返りのアンケートの結果

生徒のアンケートをみると、自分の意見をインターネット経由で発信 発表 することや、

他者の意見を聞く 読む ことは、コミュニケーションを苦手とするチャレンジスクールの

生徒にも楽しく参加しやすい授業形態であったと考えられる。

ウ 仮説の検証

ｱ 仮説１の検証

複数の資料を活用しながら主体的・協働的な学習を取り入れることによって、多面的・

多角的に考察することは半数程度の生徒ができていた。しかし、新たな視点を導き出すこ

とができた生徒は少なく、論点が整理される過程までを見取ることはできなかった。また、

考察した内容を基に説明することについては、読み取った内容を羅列するだけにとどまっ

ていた。論点整理を行い、説明する力が養われたかどうかは疑問が残るが、主体的・協働

的な学習を取り入れることで、より多面的・多角的な考察ができたと考えられる。

ｲ 仮説２の検証

それぞれ主体的・協働的な学習の直前に評価規準を 機器でスクリーンに提示してか

ら、活動を促したが、ワークシートの記入内容を見ると、生徒が評価規準を理解し、意識

して活動に取り組んだのか、疑問が残る部分があった。また、生徒自身の振り返りでは、

「他の人の意見が分って良かった。」等の感想が寄せられたが、生徒から指摘のあった改

善点も授業内容や授業展開に関するものではなく、 機器に関するものが多かった。適

切な振り返りが行えるように、振り返り内容等について、項目を工夫する必要がある。

エ 成果と課題

ｱ 成果

ウ ｱ にもあるように、複数の資料を活用しながら主体的・協働的な学習を取り入れる

ことによって、多面的・多角的に考察をしていることが確認できた。また、ウ ｲ にもあ

ように、思考力・判断力・表現力等に関する評価規準に基づき設定した評価基準を、事前

に生徒に告知した上で授業を実施することで、生徒が学習対象や課題解決への主体的・意

欲的な態度を養うことができた。さらに、タブレットＰＣを活用することにより、発言が

苦手な生徒でも主体的・協働的な学習に取り組みやすかったと考えられる。

ｲ 課題

主体的・協働的な学習において、生徒の実態に応じて、資料の点数、生徒への指示、考

察させる問い、ワークシートの設問をどのように設定するかが課題である。また、歴史の

授業において、正答を提示せず、かつ、それらを生徒自身によって導き出させるような指

導は、課題の一つと言える。また、振り返りの際には、分かったこと・分らなかったこと・

もっと知りたいと思ったことなど、アンケートの項目の工夫をして、適切に本時の振り返

りができるような支援も重要である。

 

４ 実践事例Ⅲ 地理

教科名 地理歴史 科目名 地理Ａ 学年 第１学年

単元（題材）名、使用教材（教科書、副教材）

ア 単元名 ラテンアメリカの生活と文化

イ 使用教材 『高等学校 新地理Ａ』（帝国書院） 『新詳高等地図』（帝国書院）

『フォトグラフィア』（とうほう）

単元（題材）の目標

ラテンアメリカの生活・文化を地理的環境や民族性と関連付けて追究し、 生活、文化を地

理的に考察する視点や方法を身に付けさせるとともに、異文化を理解し尊重することが必要

であることについて考察させる。

単元の評価規準 
ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度

ラテンアメリカの生活・文化を世界

的視野から大観し、地理的環境や民

族性と関連付けて捉えた事例地域の

生活・文化を多面的・多角的に理解

するとともに、それらを地理的に考

察する視点や方法、異文化を理解し

尊重することが必要であることを理

解し、それらの知識を身に付けてい

る。

ラテンアメリカの生活・文化に関す

る資料を収集し、学習に役立つ情報

を適切に選択、活用することを通し

てそれらを地理的に追究する技能を

身に付けている。

ラテンアメリカの生活・文化に関す

る地理的事象から課題を設定し、そ

れらを地理的環境や民族性と関連付

けて多面的・多角的に追究するとと

もに、ラテンアメリカの生活・文化

を地理的に考察する視点や方法、異

文化を理解し尊重することが必要で

あることについて考察している。

ラテンアメリカの生活・文化に関す

る資料を収集し、学習に役立つ情報

を適切に選択、活用することを通し

て、そうした追究、考察の過程や結

果をまとめたり、発表したりしてい

る。

ラテンアメリカの生活・文化に対する

関心と課題意識を高め、それらを地理

的環境や民族性と関連付けて追究す

る学習に意欲的に取り組み、異文化を

理解し尊重することが必要であるこ

とを捉えようとしている。

単元（題材）の指導と評価の計画（３時間扱い）

間時 学習活動
評価の観点 評価規準

（評価方法など）知 思 主

第
１
時
（
本
時
） 

・ラテンアメリカに見られる自然環境や、

その自然と関わりながら形成された人々

の営みについて理解する。

・雨温図やハイサーグラフなどの統計や、

等高線図などの主題図からラテンアメリ

カの自然環境を読み取る基礎的な技能を

身に付ける。

● ・ラテンアメリカの自然環境と人々の

営みについて理解している。

・統計や主題図を読み取ることかでき

る。（ワークシートの記述）

【基軸となる問い】ラテンアメリカはこれから世界でどのように発展するのか。 

【ねらい】ラテンアメリカに見られる自然環境の特徴を理解させる。 

【小さな問い】ラテンアメリカにはどのような自然環境の特徴があるのだろうか。 
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４ 実践事例Ⅲ 地理

教科名 地理歴史 科目名 地理Ａ 学年 第１学年

単元（題材）名、使用教材（教科書、副教材）

ア 単元名 ラテンアメリカの生活と文化

イ 使用教材 『高等学校 新地理Ａ』（帝国書院） 『新詳高等地図』（帝国書院）

『フォトグラフィア』（とうほう）

単元（題材）の目標

ラテンアメリカの生活・文化を地理的環境や民族性と関連付けて追究し、 生活、文化を地

理的に考察する視点や方法を身に付けさせるとともに、異文化を理解し尊重することが必要

であることについて考察させる。

単元の評価規準 
ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度

ラテンアメリカの生活・文化を世界

的視野から大観し、地理的環境や民

族性と関連付けて捉えた事例地域の

生活・文化を多面的・多角的に理解

するとともに、それらを地理的に考

察する視点や方法、異文化を理解し

尊重することが必要であることを理

解し、それらの知識を身に付けてい

る。

ラテンアメリカの生活・文化に関す

る資料を収集し、学習に役立つ情報

を適切に選択、活用することを通し

てそれらを地理的に追究する技能を

身に付けている。

ラテンアメリカの生活・文化に関す

る地理的事象から課題を設定し、そ

れらを地理的環境や民族性と関連付

けて多面的・多角的に追究するとと

もに、ラテンアメリカの生活・文化

を地理的に考察する視点や方法、異

文化を理解し尊重することが必要で

あることについて考察している。

ラテンアメリカの生活・文化に関す

る資料を収集し、学習に役立つ情報

を適切に選択、活用することを通し

て、そうした追究、考察の過程や結

果をまとめたり、発表したりしてい

る。

ラテンアメリカの生活・文化に対する

関心と課題意識を高め、それらを地理

的環境や民族性と関連付けて追究す

る学習に意欲的に取り組み、異文化を

理解し尊重することが必要であるこ

とを捉えようとしている。

単元（題材）の指導と評価の計画（３時間扱い）

間時 学習活動
評価の観点 評価規準

（評価方法など）知 思 主

第
１
時
（
本
時
） 

・ラテンアメリカに見られる自然環境や、

その自然と関わりながら形成された人々

の営みについて理解する。

・雨温図やハイサーグラフなどの統計や、

等高線図などの主題図からラテンアメリ

カの自然環境を読み取る基礎的な技能を

身に付ける。

● ・ラテンアメリカの自然環境と人々の

営みについて理解している。

・統計や主題図を読み取ることかでき

る。（ワークシートの記述）

【基軸となる問い】ラテンアメリカはこれから世界でどのように発展するのか。 

【ねらい】ラテンアメリカに見られる自然環境の特徴を理解させる。 

【小さな問い】ラテンアメリカにはどのような自然環境の特徴があるのだろうか。 
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第
２
時

・

・ラテンアメリカの国々の人種・民族構成

が多様で複雑であることを、歴史的背景

を踏まえ理解する。

● ・ラテンアメリカの民族構成について

歴史的背景を踏まえて理解してい

る。（ワークシートの記述）

第
３
時 ・ラテンアメリカの産業が先進国への輸出

向けの農業や鉱業を中心に発展したこと

を理解する。

・ 世紀後半のモノカルチャー経済からの

脱却と問題点について資料を活用して、

追究、考察の過程や結果をまとめて発表

する。

●

●

・ラテンアメリカが先進国との関わり

でモノカルチャー経済から脱却し

たことについて、資料を活用して、

追究、考察の過程や結果をまとめる

ことができる。

（ワークシートの記述）

本時（全３時間中の１時間目）

ア 本時の目標

ラテンアメリカに見られる自然環境の特徴を理解させる。 

イ 仮説に基づく本時のねらい 
ｱ ラテンアメリカの標高や地帯構造、ケッペンの気候区分や海流を表した地図や、雨温図、 

ハイサーグラフを活用して、ラテンアメリカの自然環境について主体的・協働的学習を通

じて多面的・多角的に考察すれば、地形や気候などの既習事項とラテンアメリカの自然環

境が結び付き、論点も整理されるので、根拠に基づいてラテンアメリカの自然環境につい

て説明することができるようになる。 
ｲ 標高や地帯構造、ケッペンの気候区分や海流を表した地図や、雨温図、ハイサーグラフ 

に基づいて、地理的事象の因果関係を明確にしながら、ラテンアメリカの自然環境と、人々

の生活と関連付けて表現することができたかという評価規準に基づき適切に評価基準と 
して、多面的・多角的に考察できたかを評価すると根拠をもって説明できたかを評価する

ルーブリックをそれぞれ設定し比較検討したり、授業の振り返りやアンケートを実施すれ 
ば、改善点が明らかになる。 

ウ 本時の展開

時

間
学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法

導

入

分

・ラテンアメリカの位置・時差・人口・

面積・言語・人々の生活などの概観

する。

・リオデジャネイロオリンピック・パラリ

ンピック閉会式の動画と地球儀ソフト、

アマゾン川流域に暮らす人々の動画で

地理的な位置や時差を考えさせる。

【ねらい】ラテンアメリカの混血社会と、多様な文化について理解する。 

【ねらい】ラテンアメリカの産業を理解し、その変化を考察させる。 

【小さな問い】ラテンアメリカの国々ではどのような人々が社会を構成しているのだろうか。 

【小さな問い】ラテンアメリカの国々は、これから世界の産業の中でどのような可能性を秘めているの

か。 
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展

開

分

・ 年度大学入試センター試験本

試験地理Ａ第３問の問題を解く。

（個人ワーク）

・問題の写真からラテンアメリカの自

然環境を地形や気候の面から読み

取り設問を考える。（グループワーク）

設問１なぜ、写真のような自然環境になる

のか。気候・地形の面から考えてみよう。

設問２ラテンアメリカの自然環境にはど

のような特徴が見られるか、まとめてみ

よう。

・ラテンアメリカ全体の自然環境について

考える（各グループ 分）

・正答を示してから、その理由について考

えていく。

・「ルーブリックＡ」を提示する。

・まず、個人で解答の根拠を考える。

・次にグループで話し合い、自分に足りな

かった根拠となる理由をワークシート

の 修正点 に記入する。

・「ルーブリックＢ」を提示する。

・話し合いで修正された情報を基に、 ま

とめ 欄に考察した結果をまとめる。

・個人で考えたこととグループで考えたこ

と異なる部分があれば 自然環境の特

徴 の欄にメモをする。

・「ルーブリックＡ」の活用、

意見交換を通じて多面

的・多角的に理解する。

（ワークシートの記述）

・「ルーブリックＢ」の活用、

資料を適切に選択、活用

することを通して、追究、

考察の過程や結果をまと

めたり、発表したりする。

（ワークシートの記述）

ま

と

め

分

・自己評価アンケートを行い、今日の授業

の理解したことと疑問に思うことを書

く。

・ワークシートを提出する。

・メモを基に今回学んだラテンアメリカの

自然環境の特徴についてまとめる。

エ 評価の実際

表７ ルーブリックＡ「多面的・多角的に考察できたかを評価する。」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

ラテンアメリカの自然環境

について複数の資料に基づ

いて人々の生活と関連付け

て考察することができる。

ラテンアメリカの自然環

境について、複数の根拠に

基づいて、人々の生活と関

連付けることができる。

ラテンアメリカの自然環

境について、一つの根拠に

基づいて、人々の生活と関

連付けることができる。

ラテンアメリカの自然環

境について、資料に基づ

かず、人々の生活と関連

付けることができない。

表８ ル－ブリックＢ「根拠をもって説明できたかを評価する。」

評価規準
評価基準

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

ラテンアメリカの自然環境

について地形と気候両面か

らの考察に基づいて説明で

きる。

ラテンアメリカの自然環

境について地形と気候両

面から正しく説明できる。

ラテンアメリカの自然環

境について地形もしくは

気候どちらかの面だけ正

しく説明できる。

ラテンアメリカの自然環

境について正しく説明で

きない。

本時の振り返り

表９ ルーブリックによる評価結果（生徒数 名）

３（十分満足できる） ２（概ね満足できる） １（努力を要する）

ルーブリックＡ 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

ルーブリックＢ 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

表 振り返りのアンケートの結果（生徒数 名）

質問項目 よくできた 概ねできた できなかった

①資料を活用して考察する 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

②根拠を挙げて判断をする 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

③自分の言葉で表現をする 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

④評価を提示され意欲的に学習する 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）
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ア 仮説の検証

ｱ 仮説１の検証

多面的・多角的な考察力を測るルーブリックＡ段階よりも、考察したことを表現する力

を評価するルーブリックＢの方が「よくできた。」「概ねできた。」と判定できる生徒数

が増え、アンケート項目①の「資料を活用して考察する。」や、アンケート項目②の「根

拠を挙げて判断をする。」で「よくできた。」「概ねできた。」の回答が多いので、個人

ワークで考えたことが、主体的・協働的学習を通じた多面的・多角的な考察により修正さ

れ、資料を活用し根拠を挙げて判断できたと推定できる。しかし、アンケート項目③の「自

分の言葉で表現をする。」数値がアンケート項目①と②の段階とあまり変わらないので、

情報が整理されていなければ表現力を高めることにつながらないと考えられる。

ｲ 仮説２の検証

アンケート④「評価を提示され意欲的に学習する。」において、「よくできた。」「概

ねできた」 人（ ％）と具体的な評価基準をルーブリックで示されたことで、多くの

生徒が学習に前向きに取り組めることが分かった。また、授業の振り返りとして自己評価

アンケートを行い、今日の授業の理解したことと疑問に思うことを書かせることで、授業

の改善点を把握することができた。

イ 成果と課題

ｱ 成果

具体的な評価基準をルーブリックで示すことで学習意欲を喚起するのに効果的である

こと、ねらいに即した資料や問いを設定した授業が、生徒の多面的・多角的な考察力を育

むことが分かった。また、主体的・協働的学習を通して、個人ワークで足りなかった根拠

となる理由に気が付き、個人の考えがより論理的なものになるなどの学びにつながること

が分かった。さらに、努力を必要とする生徒に対して、ルーブリックの上位のカテゴリー

に移行できるという目標を与えて、ルーブリックをヒントにして「なぜ分らないのか」を

考えさせた。また、「資料の見方が分からない。」という生徒に対して「グループ活動で

お互いに地図や図の見方を教えあう。」と助言して協働学習を促すようにすると、当該生

徒も自力で課題解決できるようになった。

ｲ 課題

改善点として、生徒の実態を十分に吟味して生徒に思考を深め広げていく学習をもたら

す問いを、精選し焦点化して提示することである。また、表現力を育むためのグループワ

ークを加えることも重要である。多面的・多角的考察で社会的事象に関する情報が整理さ

れていても、表現に結び付かない場合があるので、表現の仕方を、生徒同士で共有し検討

し合うことによって、考察した社会的事象について効果的な表現方法が身に付いていくと

考えられる。
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ア 仮説の検証

ｱ 仮説１の検証

多面的・多角的な考察力を測るルーブリックＡ段階よりも、考察したことを表現する力

を評価するルーブリックＢの方が「よくできた。」「概ねできた。」と判定できる生徒数

が増え、アンケート項目①の「資料を活用して考察する。」や、アンケート項目②の「根

拠を挙げて判断をする。」で「よくできた。」「概ねできた。」の回答が多いので、個人

ワークで考えたことが、主体的・協働的学習を通じた多面的・多角的な考察により修正さ

れ、資料を活用し根拠を挙げて判断できたと推定できる。しかし、アンケート項目③の「自

分の言葉で表現をする。」数値がアンケート項目①と②の段階とあまり変わらないので、

情報が整理されていなければ表現力を高めることにつながらないと考えられる。

ｲ 仮説２の検証

アンケート④「評価を提示され意欲的に学習する。」において、「よくできた。」「概

ねできた」 人（ ％）と具体的な評価基準をルーブリックで示されたことで、多くの

生徒が学習に前向きに取り組めることが分かった。また、授業の振り返りとして自己評価

アンケートを行い、今日の授業の理解したことと疑問に思うことを書かせることで、授業

の改善点を把握することができた。

イ 成果と課題

ｱ 成果

具体的な評価基準をルーブリックで示すことで学習意欲を喚起するのに効果的である

こと、ねらいに即した資料や問いを設定した授業が、生徒の多面的・多角的な考察力を育

むことが分かった。また、主体的・協働的学習を通して、個人ワークで足りなかった根拠

となる理由に気が付き、個人の考えがより論理的なものになるなどの学びにつながること

が分かった。さらに、努力を必要とする生徒に対して、ルーブリックの上位のカテゴリー

に移行できるという目標を与えて、ルーブリックをヒントにして「なぜ分らないのか」を

考えさせた。また、「資料の見方が分からない。」という生徒に対して「グループ活動で

お互いに地図や図の見方を教えあう。」と助言して協働学習を促すようにすると、当該生

徒も自力で課題解決できるようになった。

ｲ 課題

改善点として、生徒の実態を十分に吟味して生徒に思考を深め広げていく学習をもたら

す問いを、精選し焦点化して提示することである。また、表現力を育むためのグループワ

ークを加えることも重要である。多面的・多角的考察で社会的事象に関する情報が整理さ

れていても、表現に結び付かない場合があるので、表現の仕方を、生徒同士で共有し検討

し合うことによって、考察した社会的事象について効果的な表現方法が身に付いていくと

考えられる。

 

５ 実践事例Ⅳ 「江戸から東京へ」

教科名 地理歴史 科目名 「江戸から東京へ」 学年 ２年生

単元（題材）名、使用教材（教科書、副教材）

ア 単元名 軍部の台頭

イ 使用教材 『江戸から東京へ』（東京都教育委員会）

『詳説 日本史Ｂ』（山川出版社）『新詳日本史』（浜島書店）

単元（題材）の目標

ア 満州事変が勃発した原因や背景について当時の国内・国外の状況を踏まえて考察させる。

イ 国際社会の動向、国内政治と経済の動揺、アジア近隣諸国との関係に着目して、対外政策

の推移と戦時体制の強化など日本の動向と第二次世界大戦との関わりについて考察させる。

単元の評価規準 
ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度

資料を読み資料に触れる学習、主題

を設定して追究する学習、地域社会

に関わる学習を通して、歴史を考察

する基本的な方法を理解している。

テロ事件勃発に至る経緯や社会や政

治に与えた影響などを調べ、内容を

理解している。

「学びの窓」の設問や資料を通して、

満州事変、五・一五事件、二・二六

事件により軍部が台頭を許した当時

の政治や社会の様子と、その影響に

ついて考察し、その結果を適切に表

現している。

昭和恐慌が深刻化していった過程、

犬養首相が暗殺された経緯、国内情

勢と軍部の台頭について、史料・資

料などから読み取った情報を活用

し、自分の言葉で表現し直そうと

し、発表・討論する能力を高めよう

としている。

単元（題材）の指導と評価の計画（４時間扱い）

間時 学習活動
評価の観点 評価規準

（評価方法など）知 思 主

第
１
時

・浜口内閣の協調外交について、立憲民政党

と立憲政友会の政策の違いを踏まえて理解

し、協調外交がなぜ挫折したかについて考

察する。

● ・立憲民政党と立憲政友会の二大政党が

対立していた当時の国内政治状況を

踏まえ、協調外交が挫折した理由につ

いて教科書や資料集を活用しながら

考察している。（ワークシートの記

述・観察）

第
２
時
（
本
時
）

・満州事変の経緯について理解し、この事件

が社会に与えた影響について諸資料を活用

して調べ、ワークシートにまとめる。

● ・満州事変の経緯を理解し、「柳条湖事

件」「リットン調査団」「日本の国際

連盟脱退」などの歴史的事象を関連付

けて理解をしている。（ワークシート

記入・観察）

・複数の資料を活用して満州事変の歴史

的意義を説明しようとしている。（ワ

ークシートの記述・観察）

【ねらい】浜口首相が、右翼に命を狙われた理由を理解する。 

【ねらい】満州事変の影響と政党内閣崩壊の過程を理解する。 

【小さな問い】浜口首相はなぜ暗殺されたのか。 

【小さな問い】満州事変とはどのような事件であったか。 

【基軸となる問い】なぜ軍部が政治介入をするようになったのか。 
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第
３
時

・教科書や史資料などを活用し、「学びの窓」

の設問に取り組み、二・二六事件を理解する。

・二・二六事件の目的を確認して社会や政治

に与えた結果をグループで考察し発表し合

う。

●

●

・教科書や資料などを活用して二・二六

事件の内容を主体的に確認している。

（観察・ワークシート記入）

・二・二六事件によって、軍部の政治的

発言力が強まっていったことをグル

ープで考察し、自分の言葉で発表して

いる。（観察・ワークシート記入）

第
４
時

・日本国内での国家主義の台頭による軍部の

政治的進出に着目して、満州事変や国際連

盟脱退などの日本の対外政策の推移を外交

や国内の状況と関連して考察する。

●

●

・広田内閣から戦時体制を強めていった

過程を理解して、学問・思想・教育な

どの分野における統制などに着目し

て、我が国で全体主義的な国家体制が

進展し、やがて米英等の諸国との戦争

に拡大していった過程について考察し

ている。（観察・ワークシートの記述）

本時（全４時間中の３時間目）

ア 本時の目標

ｱ 満州事変の原因や背景について､当時の国内・国外の状況を踏まえて考察する。

ｲ 国際社会の動向、国内政治と経済の動揺、アジア近隣諸国との関係に着目して、対外政

策の推移と戦時体制強化など日本の動向と第二次世界大戦との関わりについて考察する。

イ 仮説に基づく本時のねらい

ｱ 仮説１を検証するに当たり、複数の資料（写真、地図、新聞、文献）を提示・説明し、

グループワークなどの主体的・協働的な学習活動を実施する。この学習活動を行うことに

より生徒同士で論点を整理したり表現したりする力が身に付き、既習事項と新しい情報が

結び付き深い学びに近づくとともに、新しい課題を見いだすこともできる。 
ｲ 仮説２の検証に当たり、ワークシートに社会的事象について多面的・多角的に考察する

力を評価するルーブリックＡと表現する力を評価するルーブリックＢを設定して比較検

討したり、学習内容をまとめさせたり、生徒による授業アンケートを実施させたりするこ

とで授業の改善点を把握することができる。 
ウ 本時の展開

間時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法

導

入

分

・『東京音頭』の流行について説明から、昭

和初期の社会情勢を把握する。

・本時の課題と評価規準を把握する。

課題・発問

「満州事変とはどのような事件であるか。」

･「東京音頭」を取り上げ、景気回復の

兆がみられたものの、大陸では満州事

変、東京では五・一五事件の発生など

当時の社会不安を取り上げ、本時への

関心を高めさせる。

・板書とプリントで課題と評価規準を明

示する。

・「東京音頭」を基に本時の

学習課題に対する関心と意

識を高めている。（観察・

ワークシート記述）

【ねらい】二・二六事件が起きた背景と軍部政権の過程を理解する。 

【ねらい】柳条湖事件と盧溝橋事件を比較し、日中戦争への過程を理解する。 

【小さな問い】軍部政権樹立の背景には何があったのか。 

【小さな問い】戦時体制を進める軍部政権がとった政策とは何か。 
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展

開

分

・世界情勢を踏まえ、「満州事変の勃発

から満州国の建国に至る経緯」につい

て説明を聞き、ワークシートを完成さ

せる。

発問１

Ａ「日本はリットン調査団をどのように

思っていただろうか。」

Ｂ「日本の軍事行動を諸外国はどのよう

に思っていたのだろうか。」

・配布資料を活用しグループで発問に対

して討論し、自分の意見や討論内容を

まとめ、発表する。

・資料の説明を聞きグループワークへの

準備をする。

【使用資料】「東京音頭」「犬養暗

殺 新聞 」

「満州事変 新聞 」「満州国におけ

る日本の利権地図」「リットン調査

団・報告書」「国際連盟の脱退」

発問２

「満州事変が社会に与えた影響は何か。」

・満州国建国の経緯を理解し、教科書の

「学びの窓」の写真資料や年表を活用

して、満州事変の歴史的意義について

考察しまとめる。

・身に付けた考え方や新たな問いを記入する。

・既習事項を取り上げて満州事変の基本事項

を確認し、関心と課題意識を高めさせる。

その際、中学校の教科書で取り扱う程度に

留めておく。

・クループごとに分かれてＡ・Ｂについて討

論し、日本がとった軍事行動の意義を複数

の資料を活用して考察させる。

・日本の行動を諸外国はどのように捉えてい

たのかリットン報告書や国際連盟の脱退の

資料から多面的・多角的に考察させ、日本

と諸外国の見方の違いに気付かせる。

・それぞれの資料の内容を説明して既習事項

との関連に気付かせる。

・机間指導を行う。

・犬養首相が満州国建国をためらったこ

とを説明し、国民の政党政治に対する

不信が高まり、軍部の政治への介入を

許してしまったことについて触れる。

・満州事変に関する論点を整理し、思考の道

筋をまとめさせ、満州事変が社会に及ぼし

た影響についてワークシートに表現させ

る。

・ワークシートに真剣に

取り組んでいる。（ワ

ークシートの記述）

・中国権益の独占を狙う日

本、それ止めさせたい欧

米列国の思惑などを考

察している。（観察・ワ

ークシートの記述）

・ルーブリックＡを活用

・既習事項と新しい情報を

結び付け、根拠に基づい

て説明することができ

る。

・既習事項を踏まえ、満州

国建国に至る経過を確

認している。（観察・ワ

ークシートの記述）

・発表やワークシートの評

価はルーブリックＢを活

用する。

ま
と
め

分

・本時のねらいを再確認し、各自ワークシー

トを用いて本時の学習の振り返りを行う。

・本時のねらいを確認しながら自己評価とア

ンケートに取り組ませる。

･本時の学習を自己評価して

いる。（ワークシート記入）

問いの設定理由

本単元の問い「なぜ軍部が政治介入をするようになったのか。」と本時のテーマとなる問

いの「満州事変とはどのような事件であったか。」を関連させ、日本の中国進出を考察させ

るに当たり、Ａ「日本はリットン調査団をどのように思っていただろうか。」Ｂ「日本の軍

事行動を諸外国はどのように思っていただろうか。」の問いを設定した。満州事変を考察す

るにあたり「日本」と「国際連盟」の立場から、それぞれ考察し討論し、その意見を聞くこ

とで学習の気付きや深い学びを促進させると考えた。

本時の振り返り

表 ルーブリックＡ「多面的・多角的に考察できたかを評価する」

評価規準 評価基準 十分満足できる 評価基準 概ね満足 評価基準 努力を要する

満州事変が社会に及ぼした

影響から課題を見いだし、

国際社会の中の日本の立場

と関連付けて多面的・多角

的に考察するとともに、国

際社会の変化を踏まえ公正

に判断している。

複数の資料から読み取った

内容を関連付けて満州事変

の歴史的意義を理解し、国際

連盟脱退や政党内閣瓦解な

ど与えた影響を考察するこ

とができる。 
 

複数の資料から必要な情報

を見つけ出し、満州事変の内

容を理解し、この事件がきっ

かけで国際連盟脱退や五・一

五事件が起こったことを考

察することができる。 

それぞれの資料から、柳条

湖事件や満州事変の内容や

結果は正しく判断すること

ができたが、複数の資料を

関連付けて政治や社会に与

えた影響を考察することは

できない。 

表 ルーブリックＢ「根拠をもって説明できたかを評価する」

評価規準 評価基準 十分満足できる 評価基準 概ね満足 評価基準 努力を要する

満州事変が社会に及ぼした

影響に関する文献、諸資料

を収集し、有用な情報を選

択し活用することなどを通

して、歴史的事象を追究す

る方法を身に付けるととも

に、追究し考察した過程や

結果を適切に表現できる。

満州事変が社会に及ぼした

影響を複数の資料を活用す

ることができ、友達の発表や

意見を参考にしながら追究

した結果をワークシートへ

適切にまとめ、資料を示しな

がら積極的に発表したり説

明したりすることができる。 

満州事変が社会に及ぼした

影響を複数の資料を活用し

て適切にまとめ、道筋を立て

て過程や結果をワークシー

トに記入し、発表したり説明

したりすることができる。 

柳条湖事件や犬養暗殺の内

容、リットン調査団の役割

など各々について説明する

ことはできるが、それらを

関連付けたり道筋を立てた

りしながら満州事変を説明

することはできない。 
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表 ルーブリックによる評価結果（生徒数 名）

３（十分達成できる） ２（概ね到達できる） １（努力を要する）

ルーブリックＡ ９人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

ルーブリックＢ 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

表 アンケートの結果（生徒数 名）

【質問】本時の授業の課題と目的を明確に理解して授業に取り組むことができましたか。

３（よくできた）７人（ ％） ２（できた） 人（ ％） １（努力が必要）８人（ ％）

ア 仮説１の検証

ルーブリックＡ「満州事変が社会に及ぼした影響から課題を見いだし、国際社会の中の日

本の立場と関連付けて多面的・多角的に考察するとともに、国際社会の変化を踏まえ公正に

判断している。」による評価結果（表 ）から、考察した結果を根拠に基づいて「書く」

「まとめる」ことは ％の生徒ができていた。諸資料を読み取る機会を授業で設定する

ことで、思考力・判断力・表現力が育成されると考えられる。

イ 仮説２の検証

本授業では、社会的事象について多面的・多角的に考察する力を評価するルーブリック

Ａと表現する力を評価するルーブリックＢを設定した。アンケートの結果（表 ）から

％の生徒が本時の授業の課題と目的を明確に理解して授業に取り組むことが「よくできた・で

きた」と答えており、授業者によるルーブリックＡ・Ｂによる評価結果と生徒による自己評価結果に

ついてはほぼ一致した。また、アンケートやワークシートを分析することで授業者は資料の提示や

発問に関する課題などの授業の改善点を把握することができることが分かった。

ウ 成果と課題

ｱ 成果

主体的・協働的な学習を行う際に、評価基準や学習目標を提示することで活発な学習が

促され、生徒同士で課題を解決しようとする姿や活動が見られた。また、生徒から犬養首

相が満州国の建国に否定的だった理由や国際連盟への加盟した理由などの新たな問いが

生じ、自発的に調べたり教員へ質問したりする態度が見られた。さらに、資料の精選がこ

の学習には重要であり、主体的・協働的学習の中で生徒への資料説明や助言をすることが

効果的であることが分かった。そして、生徒にワークシートに学習内容をまとめさせたり、

授業アンケートを実施させたりすることで生徒の理解の深まりや授業の改善点を把握す

ることができ、その後の指導方法を修正し合理的に計画を立てることができる。 
ｲ 課題

グループワークなどの主体的・協働的な学習活動における課題として「資料の精選」「発

問の工夫」が挙げられる。討論や学習活動が活性化する資料を提示し、必要最低限に資料

の説明を留めることが重要であることが分かった。また、主体的な学習を促すような発問

の工夫や助言の工夫を行うことも併せて必要であった。教員側が改善点を把握する上で、

生徒による授業アンケートを継続的に実施したりすることは効果的な手立てである。これ

により授業の改善点を把握して、発問や助言の改善が図られることが分かった。 
 



- 23 - 

表 ルーブリックによる評価結果（生徒数 名）

３（十分達成できる） ２（概ね到達できる） １（努力を要する）

ルーブリックＡ ９人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

ルーブリックＢ 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

表 アンケートの結果（生徒数 名）

【質問】本時の授業の課題と目的を明確に理解して授業に取り組むことができましたか。

３（よくできた）７人（ ％） ２（できた） 人（ ％） １（努力が必要）８人（ ％）

ア 仮説１の検証

ルーブリックＡ「満州事変が社会に及ぼした影響から課題を見いだし、国際社会の中の日

本の立場と関連付けて多面的・多角的に考察するとともに、国際社会の変化を踏まえ公正に

判断している。」による評価結果（表 ）から、考察した結果を根拠に基づいて「書く」

「まとめる」ことは ％の生徒ができていた。諸資料を読み取る機会を授業で設定する

ことで、思考力・判断力・表現力が育成されると考えられる。

イ 仮説２の検証

本授業では、社会的事象について多面的・多角的に考察する力を評価するルーブリック

Ａと表現する力を評価するルーブリックＢを設定した。アンケートの結果（表 ）から

％の生徒が本時の授業の課題と目的を明確に理解して授業に取り組むことが「よくできた・で

きた」と答えており、授業者によるルーブリックＡ・Ｂによる評価結果と生徒による自己評価結果に

ついてはほぼ一致した。また、アンケートやワークシートを分析することで授業者は資料の提示や

発問に関する課題などの授業の改善点を把握することができることが分かった。

ウ 成果と課題

ｱ 成果

主体的・協働的な学習を行う際に、評価基準や学習目標を提示することで活発な学習が

促され、生徒同士で課題を解決しようとする姿や活動が見られた。また、生徒から犬養首

相が満州国の建国に否定的だった理由や国際連盟への加盟した理由などの新たな問いが

生じ、自発的に調べたり教員へ質問したりする態度が見られた。さらに、資料の精選がこ

の学習には重要であり、主体的・協働的学習の中で生徒への資料説明や助言をすることが

効果的であることが分かった。そして、生徒にワークシートに学習内容をまとめさせたり、

授業アンケートを実施させたりすることで生徒の理解の深まりや授業の改善点を把握す

ることができ、その後の指導方法を修正し合理的に計画を立てることができる。 
ｲ 課題

グループワークなどの主体的・協働的な学習活動における課題として「資料の精選」「発
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Ⅶ 今後の課題

主体的・協働的学習を進めるための留意点として、研究主題に基づき社会的事象を多面的・

多角的に考察させるために生徒に提示する資料について、ねらいに即して量的に精選し、生

徒の理解の程度や進度を確認しながら授業を進めることが肝要である。生徒に多面的・多角

的な考察を促すアクティブ・ラーニングであるが、生徒に提示する資料の量を勘案して考察

の回数を考慮しないと、生徒の理解を十分に図ることができない場面があった。

また、生徒自身が、テーマに対して根拠を踏まえた考えが導き出せるように、教員がどの

ように適時適切な指導・助言をしていくかについて検討する必要性がある。

評価面では、「社会的事象について多面的・多角的に考察する力」を評価するルーブリッ

クと「表現する力」を評価するルーブリックの二つを作ることとしたが、評価の対象となる

思考したことと、考察内容を表現したことを明確に区分することが課題となった。また、「表

現する力」とは、『審議のまとめ』の「社会科、地理歴史科、公民科における思考力、判断

力、表現力等の育成のイメージ」（別添３－３）の③では「説明したり論述したりできる」

力とされているが、上手にプレゼンテーションする力などと受け止めてしまう部分も生じた。

そこで、『審議のまとめ』の（別添３－２）に提示された思考力・判断力・表現力等に習い、

考察したことを適切な資料を根拠として説明することを表現する力と見なすようにした。さ

らに、全ての生徒の「表現する力」を評価する方法として、口頭による発表では時間的に対

応できなかったので、ワークシートの記載からだけの評価になったため、発表も含めて見取

りの方法を検討する必要がある。評価に利用したルーブリックについても、段階区分につい

て、標語が教員の主観に依拠した「きわめて」や「正確に」などの言葉では生徒も伝わりに

くいので、社会的事象を説明するのに必要な要素に分解するなどして、生徒が説明に使用し

た要素の数及び、要素と要素のつながりなどで客観的な評価区分する必要がある。したがっ

て、あらかじめ社会的事象の説明に不可欠な要素と要素同士の結び付きを確認してルーブリ

ックを作成する必要がある。また、ルーブリックを学習テーマに関する生徒のつまずきを発

見して、その解消を図り上位の次元に引き上げていくツールとしては活用が十分ではなかっ

た。この場合、授業のどの場面で見取りをするのか検討する必要がある。

授業改善面では、授業の振り返り段階で、生徒にワークシートに学習内容をまとめさせた

り、授業アンケートを実施することで生徒の学習到達度や授業の改善点を把握することがで

きるが、分かったこと、分らなかったこと、もっと知りたいと思ったことなど、次回の授業

につながるような項目をアンケートにしないと、指導方法を修正し適切な授業計画を立てに

くくなる。毎回１単位時間で二種類のルーブリックを活用して生徒の変容を見取ることは時

間的に難しいので、単元や題材を通じたまとまりの中で、学習内容評価の場面（学習の振り

返りの場面も含む）を適切に組み立てていくことも検討すべき課題の一つである。したがっ

て、今後の授業改善を図るためには、年間指導計画を精査し、どの単元のどの授業でアクテ

ィブラーニングの手法を用いることが現実的でかつ効果的であるのかを検討していく必要が

あると考えられる。 
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